
産 業 建 設 委 員 会  
令和 3年 8月 12日（木） 

午前 10 時～  時  分 

全 員 協 議 会 室 

 

【委 員】串﨑委員長、飛野副委員長 

川上委員、野藤委員、笹田委員、布施委員、道下委員 

【委員外】 

【議長団】 

【執行部】 

（産業経済部）佐々木産業経済部長、大驛商工労働課長、 

佐々木ふるさと寄附推進室長、石原農林振興課長、 

永見水産振興課長 

（都市建設部）戸津川都市建設部長、西谷建設企画課長、 

倉本維持管理課長、邉建築住宅課長 

（金 城 支 所）篠原金城支所長、河内産業建設課長 

【事務局】近重書記 

 
議 題 

1. 執行部報告事項 

⑴ 新型コロナウイルス感染症関連の事業者向け支援について【商工労働課】 

⑵ ゆうひパーク浜田（株）の経営状況について 【商工労働課】 

⑶ 令和 2年度ふるさと寄附のランキングについて 【ふるさと寄附推進室】 

⑷ 漁業別水揚げについて 【水産振興課】 

⑸ 令和 3年 7月 7日～8日の豪雨による被害状況について（農林関係） 

 【農林振興課】 

⑹ 令和 3年 7月 7日～8日の豪雨による被害状況について 【維持管理課】 

⑺ 浜田市雇用促進住宅の管理方針の変更について 【建築住宅課】 

⑻ その他 

 

2. その他 

 

3. はまだ市民一日議会での発言内容の今後の取扱いについて【産業建設委員会分】 



 

 

 

新型コロナウイルス感染症関連の事業者向け支援について 

 

1 令和 2年度実施事業（産業経済部関連のみ） 

補助金名（担当課） 交付件数 交付金額 執行率 備考 

感染症対策観光事業者等支援事業補助

金          （観光交流課） 
136件 9,477千円 86.5％ 支援策第 1弾 

 飲食店パーテーション設置促進事業 186件 16,391千円 100.0％ 支援策第 5弾 

事業者向け家賃補助金 

（商工労働課） 
380件 57,693千円 38.9％ 支援策第 1弾 

県コロナ資金信用保証料補助金 

（商工労働課） 
7件 580千円 1.6％ 支援策第 1弾 

商業・サービス業感染症対応支援補助金 

（商工労働課） 
356件 139,468千円 99.6％ 支援策第 1弾 

中小企業者等応援給付金 

（商工労働課） 
241件 69,000千円 43.1％ 支援策第 2弾 

観光事業者等応援給付金 

（観光交流課） 
33件 18,010千円 61.8％ 支援策第 2弾 

 神楽産業応援給付金 8件 4,500千円 90.0％ 支援策第 5弾 

水産加工事業者等応援給付金 

（水産振興課） 
52件 33,350千円 83.4％ 支援策第 2弾 

 

2 令和 3年度実施事業（産業経済部関連の実施済み事業のみ） 

補助金名（担当課） 交付件数 交付金額 執行率 備考 

商店街等活性化支援事業補助金 

（商工労働課） 
10件 9,101千円 60.7％ 支援策第 5弾 

中小企業者等特別応援給付金 

（商工労働課） 
1,285件 469,175千円 90.2％ 支援策第 6弾 

漁業経営体特別応援給付金 

（水産振興課） 
6件 15,000千円 89.8％ 支援策第 7弾 

 

令和 3 年 8 月 12 日 

産業建設委員会資料 

産業経済部商工労働課 



ゆうひパーク浜田（株）の経営状況について  

 

1 第 29 期（令和 2 年度）の状況 

ゆうひパーク浜田の令和 2 年度の売上高については、新型コロナウイルス感

染症の影響により、前期を 83,475 千円（▲25％）下回り、最終利益は前期の

323 千円から、当期は▲45,637 千円と赤字となりました。 

(1) 総入込客数（自販機含む）256,521 人（前期比▲85,802 人、増減率▲25.1％） 

（2）売上高 246,439 千円（前期比▲83,475 千円、増減率▲25.3％） 

※主な減収の内訳  物販部門：106,222 千円（前期比▲43,495 千円） 

飲食部門：138,516 千円（前期比▲39,446 千円） 

（3）損益計算書                      （単位：千円） 

     前期（28 期） 当期（29 期） 増減 

売上高 329,914 246,439 ▲83,475 

売上原価 176,385 133,365 ▲43,020 

売上総利益 153,529 113,074 ▲40,455 

販売管理費 161,878 151,672 ▲10,206 

（内減価償却） 3,267 0 ▲3,267 

営業利益 ▲8,349 ▲38,598 ▲30,249 

営業外収益 14,563 25,134 10,571 

営業外費用 5,681 7,587 1,906 

経常利益 532 ▲21,051 ▲21,583 

特別損失 0 24,377 ▲24,377 

税引前当期利
益 

532 ▲45,428 ▲45,960 

法人税等 208 209 1 

当期利益 324 ▲45,637 ▲45,961 

 

2 第 30 期（令和 3 年度）の取組み状況 

  島根県中小企業再生支援協議会とともに「新型コロナウイルス感染症特定リ

スケジュール計画」を策定し、金融機関 5 行及び株主 1 社に対し令和 3 年 10

月末までの元金返済猶予をお願いしました。また、リスケ計画のアクションプ

ランとして、①赤字店舗の撤退、②人員体制の見直し、③原価率の改善、④中

国建設弘済会に対する経費見直し、⑤家賃収入の確保、⑥経費の見直しに取組

み、売上高の確保と経費の見直しにより赤字幅の減少に努めていく方針です。 

令和 3 年 8 月 12 日  

産業建設委員会資 料 

産業経済部商工労働課 



 

 

令和2年度ふるさと寄附のランキングについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 3 年 8 月 1 2 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

産業経済部ふるさと寄附推進



 
 

 

 

 

 

○年度別実績及び累計額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和3年7月31日現在 

3 令和3年度7月までの寄附額 2億1,797万円（対前年同月比97.0％） 



　　　 令 和 3 年 8 月 12 日
産業建設委員会資料№1
産業経済部水産振興課

【地元中型まき網漁業】 水揚量：423トン（前年比205％）
水揚金額：5,482万円（前年比151％）

☆マサバ

〈R2.6〉35トン・平均単価112円/㎏ ⇒ 〈R3.6〉142トン・平均単価84円/kg

☆ケンサキイカ

〈R2.6〉2.6トン・平均単価571円/kg ⇒ 〈R3.6〉7.1トン・平均単価502円/kg

☆ウルメイワシ

〈R2.6〉0トン ⇒ 〈R3.6〉53トン・平均単価31円/kg

☆マアジ

〈R2.6〉167トン・平均単価183円/kg ⇒ 〈R3.6〉191トン・平均単価179円/kg

◆昨年同月よりマサバ・ケンサキイカ・ウルメイワシ・マアジの水揚量が増加し、全

体水揚量・金額ともに増加した。

【地元外中型まき網漁業】 水揚量：1,050トン（前年比1,007%)

水揚金額：1億8,318万円（前年比469%）

☆マアジ

〈R2.6〉76トン・平均単価429円/kg ⇒ 〈R3.6〉831トン・平均単価191円/kg

☆マサバ

〈R2.6〉7.8トン・平均単価134円/kg ⇒ 〈R3.6〉190トン・平均単価92円/kg

☆スルメイカ

〈R2.6〉0.8トン・平均単価342円/kg ⇒ 〈R3.6〉4.7トン・平均単価340円/kg

◆昨年同年よりマアジの水揚量が大幅に増加し、全体水揚量と金額ともに増加

した。
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60億円ライン

◆全体状況◆ 水揚量：1,563トン（前年比：237％、＋904トン） 水揚金額：3億266万円（前年比：163％、＋１億1,636万円）

〈令和3年6月〉漁業別水揚げについて

【小型いか釣（5トン以上）】 水揚量：5.3トン（前年比65％）
水揚金額：295万円（前年比34％）

☆ケンサキイカ
〈R2.6〉5.9トン・平均単価1,300円/kg ⇒ 〈R3.6〉0.9トン・平均単価1,076円/kg
☆スルメイカ
〈R2.6〉2.3トン・平均単価401円/kg ⇒ 〈R3.6〉4.4トン・平均単価448円/kg

◆昨年同年よりスルメイカの水揚量は増加したが、ケンサキイカの水揚量が減少
したため、全体水揚量・金額ともに減少した。

R2累計19.3億

R3累計17.4億

(前年比90%)



令和2年　令和3年　漁業別水揚げ比較表
6月 1月～6月累計

漁 業 種 類 年 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込） 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込）
01 2 12,987.1 4,021,645 4,343,379 1,415,962.2 641,700,209 693,036,433

沖合底曳網（地元船） 3 0.0 0 0 1,226,317.5 627,253,188 677,433,677

02 2 0.0 0 0 0.0 0 0

沖合底曳網（地元外） 3 0.0 0 0 0.0 0 0

03 2 0.0 0 0 0.0 0 0

小 型 底 曳 網 3 0.0 0 0 0.0 0 0

04 2 238,904.0 25,993,918 28,073,432 2,869,337.5 624,080,685 674,007,143

大 中 型 旋 網 3 0.0 0 0 2,463,042.0 298,026,189 321,868,295

05 2 206,454.0 33,678,092 36,372,341 734,564.2 145,311,076 156,935,966

中型 旋網（地元船） 3 423,432.5 50,760,299 54,821,122 1,183,580.7 150,294,786 162,318,359

06 2 104,308.0 36,159,590 39,052,355 188,551.0 52,872,909 57,102,739

中型 旋網（地元外） 3 1,050,057.0 169,614,031 183,183,156 1,242,000.0 207,206,707 223,783,245

07 2 8,193.0 7,968,260 8,605,721 21,101.0 16,009,890 17,290,683

小型いか釣（5ｔ以上） 3 5,290.0 2,729,980 2,948,378 133,345.0 101,475,020 109,593,026

08 2 0.0 0 0 1,368.0 704,100 760,428

いか釣（ 5ｔ未満） 3 0.0 0 0 1,568.0 1,615,360 1,744,589

09 2 42,978.8 15,563,638 16,808,744 107,150.0 42,346,367 45,734,134

大 型 定 置 網 3 33,172.5 7,437,571 8,032,577 67,692.0 17,439,889 18,835,086

10 2 4,449.7 3,219,265 3,476,813 8,734.4 5,599,481 6,047,446

小 型 定 置 網 3 4,965.5 792,015 855,376 12,006.5 2,095,773 2,263,436

11 2 0.0 0 0 0.0 0 0

し い ら 網 3 0.0 0 0 0.0 0 0

12 2 3,745.0 3,101,525 3,349,650 39,776.5 25,824,376 27,890,325

一 本 釣 （ 浜 田 ） 3 6,326.9 3,529,823 3,812,210 39,427.5 18,373,927 19,843,828

13 2 2,534.2 3,382,101 3,652,671 4,855.6 6,316,214 6,821,505

一 本 釣 （ 国 府 ） 3 2,835.0 2,462,855 2,659,885 13,377.8 7,665,082 8,278,290

14 2 2,161.7 1,466,263 1,583,566 20,502.4 9,816,286 10,601,607

一 本 釣 （ 長 浜 ） 3 842.5 678,169 732,421 8,589.8 7,657,089 8,269,659

15 2 2,185.6 1,850,582 1,998,625 10,086.7 5,902,497 6,374,697

一 本 釣 （ 津 摩 ） 3 1,781.0 1,414,809 1,527,991 5,182.2 7,457,317 8,053,900

16 2 1,755.7 2,014,840 2,176,028 20,124.7 8,382,530 9,053,133

一 本 釣 （ 三 隅 ） 3 1,175.0 1,038,440 1,121,516 11,874.2 6,440,185 6,955,402

17 2 4,079.4 3,483,300 3,761,967 23,939.9 13,850,295 14,958,322

一 本 釣 （ 江 津 ） 3 6,698.7 3,751,360 4,051,473 24,728.1 10,782,198 11,644,795

18 2 4,756.6 2,417,800 2,611,228 44,561.1 13,836,421 14,943,350

近 隣 支 所 3 8,993.8 5,253,970 5,674,294 14,491.7 8,534,667 9,217,449

19 2 156.1 417,641 451,051 1,648.4 1,550,524 1,674,556

そ の 他 3 254.4 420,555 454,204 2,171.1 1,536,012 1,658,894

20 2 19,511.7 27,756,112 29,976,614 78,585.7 172,574,797 186,380,812

陸 送 3 17,489.9 30,355,451 32,783,893 81,595.2 134,439,493 145,194,690

2 659,160.6 172,494,572 186,294,185 5,590,849.3 1,786,678,657 1,929,613,279

合 計 3 1,563,314.7 280,239,328 302,658,496 6,530,989.3 1,608,292,882 1,736,956,620

904,154.1 107,744,756 116,364,311 940,140.0 -178,385,775 -192,656,659

‐ ‐ ‐ ‐

令 和 3 年 8 月 12 日
産 業 建 設 委 員 会 資 料 № 2
産 業 経 済 部 水 産 振 興 課

‐ ‐ 86.6 97.7

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ 85.8 47.8

205.1 150.7 161.1 103.4

1,006.7 469.1 658.7 391.9

64.6 34.3 631.9 633.8

‐ ‐ 114.6 229.4

77.2 47.8 63.2 41.2

111.6 24.6 137.5 37.4

‐ ‐ ‐ ‐

168.9 113.8 99.1 71.1

111.9 72.8 275.5 121.4

39.0 46.3 41.9 78.0

81.5 76.5 51.4 126.3

66.9 51.5 59.0 76.8

164.2 107.7 103.3 77.8

189.1 217.3 32.5 61.7

163.0 100.7 131.7 99.1

89.6 109.4 103.8 77.9

237.2 162.5 116.8 90.0

前 年 と の 増 減
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令 和 3 年 8 月 12 日

産業建設委員会資料No.3

産業経済部水産振興課
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令 和 3 年 8 月 12 日

産業建設委員会資料No.4

産業経済部水産振興課
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令 和 3 年 8 月 12 日

産業建設委員会資料No.5

産業経済部水産振興課
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いか釣漁業（5ｔ以上・5ｔ未満） 主要魚種水揚量・単価の推移



箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

0 0 2 4,000 1 900 0 0 0 0 3 4,900

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2 4,000 1 900 0 0 0 0 3 4,900

0 0 0 0 1 5,900 0 0 0 0 1 5,900

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 5,900 0 0 0 0 1 5,900

0 0 0 0 0 0 1 4,000 0 0 1 4,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 4,000 0 0 1 4,000

1 5,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 5,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5,000

1 5,000 2 4,000 2 6,800 1 4,000 0 0 6 19,800

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 5,000 2 4,000 2 6,800 1 4,000 0 0 6 19,800

※別途、査定対応のため測量設計業務委託費として3,000千円必要。
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令 和 3 年 8 月 12 日

産業建設委員会資料

産業経済部 農林振興課

令和3年7月7日～8日の豪雨による被害状況について（農林関係）

令和3年7月26日現在



箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

箇所
被害額
（千円）

3 24,000 0 0 0 0 0 0 1 6,300 4 30,300

2 1,800 5 6,900 2 4,500 0 0 0 0 9 13,200

2 3,000 1 200 1 200 0 0 1 200 5 3,600

7 28,800 6 7,100 3 4,700 0 0 2 6,500 18 47,100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 15,500 0 0 0 0 0 0 0 0 7 15,500

3 7,500 0 0 0 0 0 0 0 0 3 7,500

10 23,000 0 0 0 0 0 0 0 0 10 23,000

3 24,000 0 0 0 0 0 0 1 6,300 4 30,300

9 17,300 5 6,900 2 4,500 0 0 0 0 16 28,700

5 10,500 1 200 1 200 0 0 1 200 8 11,100

17 51,800 6 7,100 3 4,700 0 0 2 6,500 28 70,100

※別途、査定対応のため測量設計業務委託費として4,000千円必要。

令和3年7月26日現在

令和3年7月7日～8日の豪雨による被害状況について

令 和 3 年 8 月 12 日

産 業 建 設 委 員 会 資 料

都市建設部 維持管理課

合
計

本災

単災

委託

合計

本災

単災

委託

計

道
路

河
川

本災

単災

委託

計

計弥栄地域金城地域 旭地域浜田地域 三隅地域



 

 

浜田市雇用促進住宅の管理方針の変更について  

 

浜田市雇用促進住宅（小福井・内田団地、国府・金城団地）の指

定管理者については、令和 3 年度公募により選定するため、準備を

進めておりましたが、令和 3 年 5 月 31 日付で雇用促進住宅 4 団地代

表連名により「令和 4 年度以降、民間譲渡まで市が管理をしてほし

い。」との要望書が提出されました。  

この要望は、管理者が変わることによる諸手続に対する負担感や

民間譲渡まで安心して生活したいとの切実な思いであると受け止め

ております。  

このため、以下のとおり「令和 4 年度から指定管理者による管理

運営」から「令和 4 年度から民間譲渡までの期間、市が直営で管理

する。」ことといたしました。  

 

1 変更内容  

⑴  変更前  

ア  令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日  

⇒  市直営管理（一部業務委託）  

イ  令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日  

⇒  指定管理者による管理  

⑵  変更後  

ア  令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日  

⇒  市直営管理（一部業務委託）  

イ  令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日  

⇒  市直営管理（一部業務委託）  

 

2 管理方針変更の周知  

⑴  雇用促進住宅各戸へ周知文書配布済  

⑵  浜田市ホームページに掲載済  

令 和 3 年 8 月 1 2 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

都 市 建 設 部 建 築 住 宅 課 



 

 

 

浜田市美又温泉国民保養センターの指定管理者について（報告）  

 

 浜田市美又温泉国民保養センターの指定管理者について、令和 3 年

7 月 15 日に開催された令和 3 年度第 2 回浜田市指定管理者選定委員

会の答申を踏まえ、提案内容等を総合的に勘案し、下記のとおり 決定

しましたので報告します。  

 

記  

 

1 指定管理者公募施設：浜田市美又温泉国民保養センター  

2 指定管理者の公募条件等  

 ⑴  指定管理期間：令和 4 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日まで  

⑵  公募期間   ：令和 3 年 4 月 26 日から令和 3 年 6 月 11 日まで  

3 令和 3 年度第 2 回浜田市指定管理者選定委員会  

 ⑴  審査会開催日：令和 3 年 7 月 15 日  

 ⑵  応募者    ： 1 者  

4 市の選定結果  

 ⑴  選外とする  

 ⑵  選外とした理由  

   浜田市指定管理者選定委員会の答申において、「 4 施設の管理

運営を安定して行うための方策」、「 8 収支計画の妥当性及び納

付金」の評価が低く、選定の基準点（ 100 分の 60）を下回ったこ

とを踏まえ、総合的に判断したため。  

令 和 3 年 8 月 1 2 日  

産 業 建 設 委 員 会 資 料  

金 城 支 所 産 業 建 設 課  
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番号 2 

テーマ 
都市と人口をシェアするという浜田の形 

(浜田の地形・立地・歴史に学ぶ) 氏名 佐々木
ささき

 玲慈
れいじ

 

提案 

内容 

など 

広島市と連携して、昼は広島で働き、夜は浜田に住み、人口をシェアするまちづくりに取り

組んではどうか。 

浜田自動車道に広島への通勤・通学に使えるバスの専用レーンを作る。 

浜田に住むお母さんが発信できる労働環境の整備。 

小さい家とスペースを与える。 

学生に調査研究を依頼する。企業立地奨励事業費を使用。 

対応 新しい視点をいただいた。各議員が議会活動に活かす。 

 

番号 3 

テーマ 城山登山口回りの整備 
氏名 斎藤

さいとう

 晴子
はるこ

 

提案 

内容 

など 

城山広場のツタが絡みついている現状を改善してほしい。 

家族で楽しめる目新しい遊具を設置しては。 

対応 産業建設委員会で協議する。 

 

番号 4 

テーマ 誰もが安全で安心できる暮らしについて 
氏名 高橋

たかはし

 達也
たつや

 

提案 

内容 

など 

消防団員の報酬水準を上げることで増員につながらないか。 

訓練がきついため入団を躊躇する人に対し、運動会のように競いながらできる実践的な訓

練を導入しては。 

学校を建設する際に立地の安全性を考慮しているのか。 

通学路の拡幅ができないか。 

四中統廃合と小学校建て替えの計画に意見交換会の内容が盛り込まれていない説明であっ

た。 

対応 総務文教委員会で取り扱う。 

 

  

令和 3 年 7 月 27 日 
全員協議会協議結果 

はまだ市民一日議会での発言内容の今後の取扱について 

【産業建設委員会分 NO3、10、11、13】 



 

 2 / 6 

 

番号 5 

テーマ 

「すくすく」の跡地をボールが使える遊び場に

しよう 

※資料あり 氏名 佐藤
さとう

 仁
ひとし

 

提案 

内容 

など 

すくすくの跡地を利用して公園のない松原町にボールが使える遊び場を作ってほしい。 

対応 
市有財産の有効活用、費用対効果の側面も踏まえながら、自治区制度等行財政

改革推進特別委員会で協議する。また、道下議員が個人一般質問で取り扱う。 

 

番号 6 

テーマ ゴミステーションのありかた 
氏名 山根

やまね

 織音
しおん

 

提案 

内容 

など 

ごみステーションの鳥獣被害による環境悪化や形状にばらつきのある現状に対して浜田市

内のゴミステーションを頑丈な統一された形状のものにしては。 

利便性を可視化するために、浜田市のごみステーションマップを作成しては。 

対応 まちづくりという視点から総務文教委員会で協議する。 

 

番号 7 

テーマ 
浜田市と韓国の地方都市の共通点から考える

新しい地方外交 氏名 岩本
いわもと

 柊花
しゅうか

 

提案 

内容 

など 

政治面でも少子高齢化や女性の社会進出といった日韓で共有できる話題で、韓国の地方都

市と浜田市が連携を取り、意見共有ができる場を設けることで互いの問題解決につながる

のでは。 

島根県が始めた関係人口を増やすための取り組みを、地方外交にも生かせないか。韓国の

地方都市と連携を結び、関係人口を増やすことで浜田市のことを思い、考えてくれる韓国

の人を一人でも多く生み出せないか。 

互いの国の意見に聞く耳を持てるよい機会になり、知識の共有、視野の拡大につながるの

では。新しい視点から物事を考えられるようになることで、よりよい政策を立てることが

可能になるのではないか。 

対応 牛尾議員が個人一般質問で取り上げる。 
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番号 8 

テーマ 浜田市の新しい学習スペース 
氏名 田中

たなか

 夕貴
ゆき

 

提案 

内容 

など 

浜田駅の近くに学習スペースをつくることで、利便性が高く、利用者の増加につながると

思われる。 

利用可能な時間を延ばし、1人の時間制限をなくし、多くの人が使える、管理の行き届いた

新たな学習スペースをつくることで、学力向上にもつながる。 

また、交流スペースも併設することで、利用者の増加や地域貢献にもつながる。 

対応 ルールづくりも含めて総務文教委員会で検討・研究をする。 

 

番号 9 

テーマ 人権教育としての性教育の重要性 
氏名 植田

うえだ

 真代
まよ

 

提案 

内容 

など 

性教育が幼少期から行われるよう学習機会の創設のサポートが必要では。 

多様性を認め、ジェンダーギャップに対する取り組みをすることで、より誰にとっても暮

らしやすい浜田になるのではないか。 

もっと気軽に性に関して学ぶことのできる環境づくりが重要。 

年齢関係なく地域の人が一緒に学べるようにするなどの取り組みを進めていただきたい。 

対応 上記テーマの議員研修会を行い、併せて議員の個人一般質問でも取り上げる。 

 

番号 10 

テーマ 
浜田市でのリモートワーク（テレワーク）の推

進について 氏名 平岡
ひらおか

 瞬
しゅん

 

提案 

内容 

など 

地方創生の一環として地方に移住した場合に補助金を出す施策が新しく始まっている。テ

レワークやリモートワークの方が補助対象になった。浜田市でそういったことを今後やる

予定があるのか。やっていただきたい。 

移住してもらえれば浜田市の税収が上がり、人口も増え、関係人口の増加も見込める。 

リモートワークで浜田に住んだまま仕事ができると若者に伝わると人口流出も抑えられる

のでは。 

対応 雇用促進という視点から産業建設委員会で検討する。 
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番号 11 

テーマ 
駅前の岩多屋の跡を観光的、歴史文化的、教育

的に貢献する場所に 氏名 鮎川
あゆかわ

 義英
よしひで

 

提案 

内容 

など 

青川に簡単な釣り堀を作って広島の家族連れを呼び込んでは。 

岩多屋の跡地である浜田で一番目立つところには何か浜田市の役に立つ施設になってほし

い。 

あのスペースに、学生と市民と教授が集まり、懇談できるような場所を、県立大学がある

まちとしてはぜひほしい。また、先ほど高校生が言われた学習スペースにも利用できるか

と思う。 

道の狭い箇所を拡幅してほしい。 

対応 駅前開発という視点から産業建設委員会で協議する。 

 

番号 12 

テーマ 

市民と市議会、そして子どもたちと共に、浜田

市子ども条例をつくろう！～子どものあたり

前が守られる、子どもにやさしいまちを目指し

て～※資料あり 
氏名 栗栖

くりす

 真理
まり

 

提案 

内容 

など 

今を生きる子どもたちの尊厳と権利を保障する浜田市子ども条例の制定を強く望む。 

ふるさとを愛する人を育むふるさと郷育も、子どもの権利を保証し幸せな子ども時代を過

ごせる浜田であることが大前提。 

また子どもたちに育てたい主体性や自己肯定感など、教育が目指す人格形成も、子どもの

権利保障と直結している。 

市民一日議会で、子どもの意見を聞く場が保証されたことは、とても意義がある。 

対応 
3つの常任委員会を横断する大きな問題であるため、改選後に議員有志で積極的

に検討する。 
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番号 13 

テーマ 

人口減少・少子高齢化の浜田市 

コロナ禍だからこそインターネット環境の整

備が必要 氏名 毛利
もうり

 まつみ 

提案 

内容 

など 

デジタル化が進みインターネット環境も整い、リモートで仕事ができるようになった。しか

し田舎の暮らしは憧れだけでは行き詰まる。 

若い人たちが地方で働ける場とゆとりある子育て環境が必要と考える。 

ただ、自宅での仕事は孤立する可能性が大きいため、インターネット環境が整った仕事場が

提供できれば、そこを利用したり自宅でしたりすることで、家族関係の構築、異業種の方と

の出会い、地元の方も利用すればなお交流が広がるのではないだろうか。企業を誘致して社

員が家族で移住することも良い。 

対応 10番と同様に、雇用促進という視点から産業建設委員会で検討する。 

 

番号 14 

テーマ 
政策や計画の決定の過程を可視化してほしい 

※資料あり 氏名 三島
みしま

 淳寛
あつひろ

 

提案 

内容 

など 

会議録を作成し、開示請求があれば開示できるものは市の HPに公開しては。 

会議の内容が公開されていれば、誤った判断材料をもとに決定したり、必要な判断資料が

ないまま最終的な判断が下されたりという危険性が減る。 

公正性や透明性の確保を図り、市民に信頼される市政の推進に資することを目指す必要が

ある。 

対応 
総務文教委員会で同様の陳情を採択したため、同委員会において今後の執行部

の対応を注視する。 

 

番号 15 

テーマ 明日へつながる祭り（イベント）を企画したい 
氏名 南條

なんじょう

 達也
たつや

 

提案 

内容 

など 

その日で終わる催しではなく、その日以降につながる継続性のあるイベントで、地元で起業、

自営などで活躍する方々がいきいきと活動できるようなイベントができるよう協力してほ

しい。 

（告知、会場確保、費用面、来場者の負担などへのアドバイス、支援） 

対応 
発言内容のようなことを地元でやる方々をしっかりバックアップできるよう、各

議員が認識して議員活動を行う。 
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番号 16 

テーマ 浜田市民に課される労働と環境・衛生について 
氏名 森谷

もりたに

 公昭
まさあき

 

提案 

内容 

など 

常識・非常識は流動的である。 

町内の溝掃除や草刈りを市民がするには限界。浜田市が予算をつけてすべき。 

対応 福祉環境委員会で検討する。 

 

番号 17 

テーマ 健康寿命延伸に向けての取り組み 
氏名 宮本

みやもと

 美保子
みほこ

 

提案 

内容 

など 

平均寿命、健康寿命は県下で最下位、がん検診の受診率は無料なのに低い。 

食生活改善推進協議会の活動に若者の参加が少ない。 

議会でも健康長寿延伸について協議していただきたい。 

市報に今まで以上に掲載が必要。 

食生活改善推進協議会の養成講座を浜田だけでなく各地域で受講できるようにしてほしい。

子どもの食育指導について、教育委員会から学校と食生活改善推進協議会の連携を促してほ

しい。はまチャレの朝ごはんの項目をもっと濃くしてほしい。 

食育ネットワークの組織と一緒になって取り組みたい。 

対応 福祉環境委員会で検討する。 

 

番号 18 

テーマ 
介護予防事業（総合事業）における浜田市の取

り組みの不備について※資料あり 氏名 有田
ありた

 康夫
やすお

 

提案 

内容 

など 

浜田市の福祉への取り組みは遅れている。 

既存の介護事業所に頼らず、行政の責任で介護予防の事業に取り組まなければならない。

関連団体が浜田市にはない。浜田市 HPには趣旨説明が載っていない。 

介護予防の事業計画が浜田市にない（広域行政組合ではなく浜田市がつくるもの）。 

まず計画を策定しなければならない。 

資料館などの箱物ではなく本当に市民に必要な制度にお金を使ってほしい。 

対応 
福祉環境委員会で検討する。また、広域行政組合の議員で共有し、広域行政組

合にも働きかける。 

 


